



























































































































































































































































よろしく押し込められる である。経験者のお話をう がっ も、快適な船旅だったと言う人はいなかった。 「そんな船に乗るのは嫌だな…」と思い、貨物船に乗せてもらう手はないのかと考え始めた。どこからか聞いた話だが、貨物船だと乗客は個室でとても良い待遇 しい。　
幸いなことに、上甲東園の父の家の近所に、四人の息子さんが全員関学というご一家が住んで









私の留学のことが写真入りでかなり大きな記事として掲載された。それを見たのが父の友人で、実業界 お偉い方々だった。父経由で、お餞別として私にドル紙幣を下さった。一九六四年に観光渡航が自由化される以前の話である。日本の経済界リーダーによる「海外現地視察」 許され始めた頃であった。そ いったエリート実業家は、使い残 たドルを持ち帰っていたのだ。　
今どきの方は「なんのことだ？」とお思いになるだろう。日本は太平洋戦争に負け、一九五四




出帆の前日と当日、 見送りの人たちへの対応と挨拶に疲れ果てた両親と私は、 前 晩にして、 「早




くる。私のよく知らない、父や母の友人知人まで来たのには驚いた。関学関係では、当然文学部の社会事業学科の先生と学生 教育学 仲間も来ている。アメリカンフットボール部 監督の米田満先生以下、ＯＢと現役。それから、教会にＹＭＣＡなどなどである。外国へゆくことは珍しい出来事だった。しかも、地元の神戸港から出発とは滅多に いことだ。　
船が出帆するとき、その頃は国内船でも紙テープを投げることが許されていた。ただ見送り
の人たちが埠頭から船に向かってテープを投げても、デッキにいる私 まではなかなか届かない。大量 テープ 私の元に届けられ、私が船の上からテープを投げる羽目になった。二本の手では沢山のテープを握れない。そこで、ほとんどのテープを船のデッキの上のありとあらゆるも に結び付けておいた。　
誰がどう手配したのか知らないが、モーターボートの親分のような船に乗って、両親をはじめ、
















そんな私のところへ、 「 長がお呼びです」と、ボーイさんが連絡 きてくれた。どうやら、
私たち船客とこれから毎日食事を共にする船の上級乗組員、つまり二等航海士や機関士以上の士官とパーサー、英語で言えばオフィサーとご対面をするた だ。そし 、 「今日からロングビーチに着くまで、毎日食事はこの食堂でご一緒しましょ 」と言う。乗客は、ニューヨークに赴任する商社の駐在員 青山学院中学 英語 先生、東京大学医学部の先生をされているご主人のとへいく奥様と赤ちゃん、それにこ 私である。　
食堂には、正方形のテーブルがきちんと並べられている。動かそうとしてもびくともしないよ










地球は丸い。だから、神戸から西海岸 ゆくに 、南太平洋をゆくよりも、まず北にどんどん上がってアリューシャン列島の近くを通ってゆ のが最短距離だという。どおり 船はゆれ、私はひどい船酔いだ。こんな時は 私 大好きな「お床 中の男」に るに限 午後 ベッドでうつらうつらし ると、 「コン コン」と、誰かがドア ノックする。目をこすりなが 開けると、例のボーイさんが立っていて、 「船長がお呼びです」と言う　
大急ぎでデッキに立っている 長さんのところへ行くと「武田君、何をしてた？」というご質








波の下に隠れてしまう。船長と私が立っている船の中央の上の方まで波が迫ってくる。 「お父さん、お母さん、長い間お世話になりました。僕は北太平洋 海の底に沈み す」と言いかけたら、船の舳先が海 中から少しずつ見えてきた。 「やれ、助かった。こ 船は潜水艦かな？」といった言葉が出てくるほどの激しさと怖さである。船の高いところに立っていると、揺れも大き のだろう。吐き気がしてきた。しかし、 い船長にそうとは言えない。 「そろそろ勉強にもどります」といって、自分の部屋に逃げ帰った。　
翌日、 「武田さん、そろそろクジラが見える頃ですよ」と、一等航海士が私を誘い出し 。船



























お預かりした品は、後生大事に首からぶら下げた。もっとも、お渡しする相手は初対面だし、名乗り出て下さるまでどんな人か知る由もない。知っている人は誰もいないだろうと思っていた出迎えの人の中に、私がよく知るお顔があった。 「あ、関学で学生ＹＭＣＡの活動をしていらした藤田允さんだ！」 。大先輩 藤田さん（通称：ダンちゃん、一九七九年四月から一九九一年三月まで関西学院国際センターで事務長、室長を務めた）は、学生時代から世界を相手に 躍するような人だった。卒業後、 日本ＹＭＣＡ同盟の学生部に入 れた。だが、 私が海 渡った頃 、 イーデン神学校（ミズーリ州）を卒業され、ちょうどカリフォルニア大 ロサンゼルス校で学んでおられた。彼の友人のアメ カ人の車でロサンゼルス ＹＭＣＡに連れて行ってもら 、その後、みんなで昼食を食べたことを覚えている。 にとっては、日本を出てから初めての英会話である。　
藤田さんのグループと別れ、ＹＭＣＡの宿舎に帰る。疲れた、眠い。そうだろう、日本を出て







食べるには、面倒でももう一度外に出た方がいいだろう。お金はある。近所に食堂があることも確認済みだ。あとは店に入ってオーダーするだけだ。 「ヨーシ、 出発！」 。誰もいない部屋に向かって「いってまいりま～す！」 。こうやって元気づけでもしないと、一人でアメリカのレストランには入れない。 、アメリカ上陸一日未満である。　
レストランは目と鼻の先だ。すぐに着いたが、中に入る勇気が湧いてこない。 「何を食べよう」 、
「何と言おう」 、 「何を飲もうか」と、次から次へ心配が湧いてくる。だんだん周囲は薄暗くなる。もうお腹はペコペコだ。 「ゴー・フォア・ブローク」 。第二次世界大戦で、二世の四四二部隊が突撃するときに叫んだ言葉 私も一か八かの突撃だ！　
おそる、おそる、ドアを開けた。 「いらっしゃいませ」という声はなかった 、ウェイトレス
が奥へ案内しようとする。私は入り口に近 席を指さして、 「ここが良い」と言った 多分、私が言った言葉より、指でさした行動言語が通じたのだろう。相手は「ＯＫ」と言って、メニューを持ってきてくれた。何をオーダーしたかは全く記憶がない。しかし、メニューを指させば、何を食べた っているかは世界中どこでも必ず通じる。　
それは良かった。その次が大変だ。敵は「何を飲むか？」と聞いてくる。 「何 あります ？」 。




でかした、 でかした。次 ポテトだ 相手は「どんなポテトをお望みか？」 尋ね い ようだ。
180
また、 「何がありますか？」 。 「フレンチ・フライド」 、これは「Ｆ」があるから発音し難い。 「マッシュド・ポテト」 、このマッシュドはどんなスペリングだ？
　「ＭＡ」かそれとも「ＭＵ」か？
　



















なかったのだろう。シカゴで一旦、 地上に降りた 後で考えると給油のためだったのかもしれない。席を離れる乗客も多い 実は、私は夕食を食べていなかった。それで降ろしてもらって、何 お腹に入れた 。搭乗口を出る前に、 「ゲート番号」をメモしておこう。誰かに何かを尋ねるのも一苦労だ。目の前にちょっとした食べ物を売っ カウンターがある。背もたれ 何もついてない丸い腰かけに座ろうとするのだが、この椅子の高さはなんだ。走り高跳び 選手の跳躍よろしく、 「エイ！」と気合を入れ 飛び乗らないと届かな 。次は、何をオ ダーするかである。「ホットドッグ」 にしよう。出発前に言われた。あの細長いパンに細長いソーセージを挟んだのは、「ホットドッグ」ではない、 「ハットドッグ」と言わないと通じないと！
　
とにかく今回は通じた。












枚も買っている。 「キャンプで 新しいシャツや下着を着 のかな？」と尋ねたら、 「たまたま古くなったから」と言う。私は新しいのを日本から持ってきたつもりだ。だから、ほんの一～二枚しか買わなかった。これが大きな間違 もとであることが後に判明する…。　
ホストファミリーのお嬢さんはまだ中学生。でも、背が高く、ちゃんとお化粧をしているので、












合、 「小」は全員一列に並んで「発射」する 「大」は周囲と遮る仕切りがあり、最低限のプライバシーは保たれている。ところが、このキャンプでは大の便器だけがむき出しのまま、ずらっと並んでいる。アメリカでは、リーダーもキャンパ もこうしたやり方に子どもの時から る程度慣れているのだろう。 「実弾」を発射しながら隣と話をしている！
　
だが、日本で生まれ育っ











ンパーがどこから来たか、何年生で、どこに住み、どんなことが好きかと った簡単な自己紹介だ。その次は、どうやってベッドを決めるかである。日本ならば、差し当たりジャンケンであるが、この国にはそれはないだろう。 「あみだクジ」というわけにもゆかない。小さな紙に一から一〇までの数字を書き それを帽子 なか 入れ 「くじ引きだ！」 。　
顔と名前を覚えようとする。困ったことに、白人の子どもはみんな同じに見える、黒人の子ど
もも同様だ。昔、中学部に来た若い宣教師見習い（Ｊ３）の ム・サーロー先生（驚くなかれ、二〇一七年にＩＣＡＮがノーベル平和賞を受賞したとき、受賞講演を行ったサーロー節子さんのご夫君である）から、一年目はクラスの生徒たちがみんな同じ顔に見えたと聞いていたが それと全く同じ経験であった。　
仕方がない、紙に名前を書いて、その横に「トムは白のＴシャツ」 、 「ビル 赤と白のストライ
プ」と、服装をメモしておいた これは案外役に立つ。いいアイディアだと自画自賛していたら、午後の水泳の時間になって全員シャツを脱いだら、誰が誰や 分からなくなってしまった。　
困ったことは無数にある。食事が終わると、歌を歌ったり スピ チがあったりする。それ





ンスを「大雨で川が増水 から、 見物に ってごらん」と理解した。常識で考えたら、 キャンプでそんなアナウ スがあるわけがない。ところが、英語でものごとを聞いたり、考えたりしていると、 の英語力に合わせ、幼い子どもの思考 ベルに陥ってしま ことがある。子どもを連れ、川の方に行こうとする私を見て、プログラム・ディレクターが必死に止め 九死に一生を得た思いだった。４「ジャパン・ナイト」　
キャビンのリーダーをしていても、ときどき自分のキャビン以外のプログラムに参加するとか、









苦心の末、 日本の話をすませ、 「ジャパン・ナイト」は無事終了。 「やれやれ」とほっとしていたら、
同じセクションのリーダーが、突然「ケン、ヨーカン？」と聞いてきた。ジャパン・ナイトで日本の食べ物や飲み物 話をした直後だったので てっきり彼が羊羹について質問したのだと思った。それで、 「ヨウカンとは非常に甘く、硬めのジェリーのような日本を代表するお菓子である」と説明した。するとまた、 「ヨ カン？」と聞くではないか。もう一度、 「ヨウカンとは、甘くてちょっと固い、日本のジェリーである」と説明する。　
相手は困ったような顔をして、また「ヨーカン？」である。ようやく分かったのは、彼は必死




























れ「喉が渇いた、水を飲みに行きたい」 、 「ト レにゆきたい」 、 「暑い」 、 「明る過ぎる」 、 「暗過ぎる」などなど、エトセトラであった　
そんな時に威力を発揮したのが、日本から持ってきたヤマハのウクレレである。神戸ＹＭＣＡ






































































いうと「探検部」的な活動をしておられた。樺太の山にこもったりして、遭難事故も経験なさったそうだ。そして、太平洋戦争から帰られた後、神戸市の社会福祉協議会にお勤めのときに竹内先生と出会い、社会事業学科の助手と 、ま 地域福祉領域の教員候補と 関学にいらして助手になられた方である。数年後、ウエスターンリザーブ大学へ留学なさったのだ。 招きした二人のアメリカ人大学院 は同じクラスの学生ではあるが、丹治先生に尊敬の念を抱いていることはその態度からも明らかだった 我らが先輩、大したもんや！　
翌日、公的扶助を貰っている家庭の子どものウェルフェア・キャンプに到着。キャンパーが寝
泊まりするキャビンは粗末なバラックのような建物だ。ピッツバーグのＹＭＣＡキャンプにあった乗馬、ライフル、カヌーといっ 様々な趣味のプログラム、プールで 水泳、野球やフットボールの道具、さまざまなレクリエーションの設備 ない。広いがただの原っぱのようなグラウンドには、ミットがひとつと 本 バット、それにボールがひとつ転 ってい だけだ。それ以外の野球用具は見当たらなかった。私は、野球よりフットボール 方 教えやす 。ＹＭＣＡのキャンプでは、八月の声を聞いた途端にフットボールが出てきたが ここにはフットボ のシーズンはまだまだやってきていな ようだ　
ピッツバーグは男の子だけのキャンプだったが、北米の多くの子どもキャンプは男女共学つま
り「コーエド」キャンプである。夏も終わりが近づき キャンプ終了まであと二週間。そんなときに、キャビンのリーダーがひとり病気になったので 私がリリーフ・ピッチャーならぬ リ
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キャンプでもよく聞き取れなかったし、分からないことが多かった。しかし、ここの子どもたちの英語はチンプンカンプンで、まさにお手上げ状態である。 「日本とピッツバーグのキャンプ経験はなんだったのか？」 。オーバーに言うと、憂鬱な気分に陥りそうだ。そんな私の気持ちを察したのであろう。丹治さんが「ケン、いいものが見つかった！」と、アメリカンフットボールの、あの楕円形のボールを持ってきて下さった。これさえあれば、 「鬼に金棒」とまではゆ ないが、男の子を遊ばせるぐらいは「お茶の子さいさい」である。　
私がボールを持って立っている所から一〇メートルほど離れた場所に子どもたち全員を一列に
並べ、一人ずつ「ゴー」と言って、まっすぐ縦に走らせる。その線 に山なりのボールを落 すぐらいは 私にだってでき 。その昔、 関西学院大学が甲子園ボウルで優勝したときのクォーターバックだぞ。子どもたちにフット やらせな ら、心配なのは例 少年である。グル プから離れ、一人地面に座って土の上に何か書 ている。気にはなるけど、残り九人を置いて一人のキャンパーの所にゆく もはばかられる。キリスト教のバイブルに 「イエス・キリストは九九匹を置いて、一匹の小羊を助けに行かれた」とあったが、信仰心の浅 私 んなことは出来ない。　
キャンプの午後は、絵を描いたり、池で泳いだり、そこらの木を切って工作したり、といった
































カレッジの寮である。この神学校の名をカナダの人は「イマヌエル」 言 。 「イ」の後ろの「ン」は発音しない。理由は分からないが、とにかく私 そう聞こえ であった。この寮 何人の学生が住んでいる か、定かでは 。それは、大学や寮が秘密にし いるからではな 、この原稿を書き始めるまで、私が寮生の数 ど考えたこともなかっただけの話だ。　
寮の目の前にヴィクトリア・カレッジの校舎が建っている。いつ頃建てられたか知らないが、
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中世のお城を思わせる厳めしいつくりである。尖った飾りの付いた屋根に、城壁のような壁、黒く塗られた窓の縁などがそれを象徴している。私は実物を見たことがないのだが 大昔 ヨーロッパ建築の中には、こんな様式が幅を利かせていた時代もあった だろう。　
旅の疲れか、キャンプ疲れか、はたまた汽車の旅での緊張のためか、翌朝は寝坊をしてしまっ








た。学校が始まるまで、まだ一週間は十分ある。学生は勿論、先生もまだ研究室には出てき おられないだろう。でも、図書館は開 てい はずだ　
図書館というのは、おそらく世界共通だろう。とにかく本が沢山あって、受付に図書館員がい









生も来ていない。それならば、久しぶりに「図書室で勉強しよう」と う殊勝な心掛けにあいなった。年配の女性図書館員に「一年生が読むべき本を読みたい ですが」と言ったつもりだった。相手はその求めに質問してくる。私が分かった範囲では、 「福祉のどんな領域か？」と聞いているようだ。おいおい、 そんな難しい質問をするなよ。 「社会福祉専攻の一年生が誰でも読む本」 。"I got you!" （わかったわ）と言って、彼女は書庫へ向かった。しばらくすると、何冊か本を持っ











いうのに、 午後四時を過ぎると涼しいくらいである。トロント大学のキャンパスは広い。おまけに、クイーンズパークというバカでかい公園がキャンパスの真ん中にある。寮に帰っても、誰も待ってはいな 。夕食前に「聞く英語」 、つまりヒアリングの勉強をしようと、通りがかりの映画館に飛び込んだ。映画を観たければ、ストーリーぐ いは知っておくべきだった いきなり飛び込んだ決断は「よし」としよう。しかし 用意も準備も０点だ。何が何だか分からないうちに映画は終ってしまった。これには大反省である。映画のストーリーを勉強している暇など 。こちらは日出ずる国ニッポンからきた留学生だ。 ができなくて当たり前だ。　
でも、なんだか悔しい。いろいろ反省し、また考えた結果、 「映画のストーリーとは言わなく













前もって質問をノートに書いて、そ を何度も読み返し、万全の準備と練習をしてから聞いたのだ。だが、返ってきた答えは ゴッドフリ 先生よ」と、名前だけだった。これには少なからず落胆である。自分の英語力の無さ、発音の悪さ 改めて痛感。　
翌日、アドバイザーを訪ねると、白髪交じりの小柄な女性の先生だった。おずおずとドアの外




ほっとしていると、 「ミルク？」と尋ねられる。 「ノー、ノー、私はティーだ」と言うと、ウェイトレスは「ティーにミルクを入れるのか？」と聞く。そこで「レモンをください」と頼んだのが失敗だ た。突然「
lem
on 」と言ったのが拙かった。このウェイトレスに限らない。カナ

















留学生が毎日食事に通っていたら、たちまち破産してしまう。節約、せつやく。ダウンタウンまでゆかなくても、ヴィクトリア・カレッジからそう遠くない所に、余りきれいではないが、洋食兼中華料理の店を発見した。三カ月前にロサンゼルスでレストラン 入った時と違って、こちらもかなり英語のメニューを読めるようにな たし、オムレツにハンバーガーくらいならば、英語で注文できるようになったつもりである。中国人ら いウェイト がメニュ を持ってきた。それを見ながら何にしようかと迷ってい と、 「チャイニーズ？」と尋ねてきた。 「ジャパニーズ」と答える。後で考えると、彼女はどうやら「中国語のメニューを持ってきましょうか？」と尋ねてくれたようだった。残念ながら、私にはそこまで理解できるほどの在カナダ経験がな ったし中華レストランのからくりにも通じていなかった。　
それから数カ月後、同じ寮に住むことになった香港の牧師さんと一緒にこの店に来たら、彼は
中国語のメニューを持ってこさせて、中国語で ろんな料理を注文した。すると、それま 私見たことも、聞いたことも、食べたこともない、山海の珍味が登場した である。それまで私が食べていたものとは全 異なるレベルの味 香りの料理だった。　
とはいえ、寮に近いし、値段は手ごろ。何となく日本からの留学生にはアットホームに感じら





文していなかったのにと、いぶかしそうな顔をすると、彼女はにっこり微笑んだ。どうやら、彼女のおごりらしい。 「サンキュウ」は「Ｔｈ」で始まる。上の歯と下の歯との間に舌の先をはさんで「サン」キュウと言わなくてはならない。一生懸命発音すると、 「シー」 、唇の前に人指し指を当ててにっこり笑い、くるりと回ってキッチンに小走りに帰って行った。　
次の晩から悩みが始まった。もう一度、あのレストランに行き、彼女の好意に甘えるべきか、





























授業が始まる一週間も前 、地球 反対側の国、日本から「変な」留学生がやってきて、毎日図書室に来ては本を「見て」い 心配した図書室のスタッフ 学校当局に報告し、この変な青年が事件かトラブルを起こさないよう 臨時措置 してアドバイザーをつけてくれたのかもしれい。そうでなければ、入学前のアドバイザー んて見 ことも聞いたこともない。　
案の定、学校が始まると、私の専攻であるグル プワーク担当のミス・ボ ントンというＹＷ








福祉の組織や分野、制度に法律、歴史とフィロソフィーといった大きな視点から社会福祉をとらえる科目がまず存在する。次 、人間の発達と病理と呼ばれる分野である。要するに人間の成長発達とパーソナリティの形成、さまざまな身体的な 気に関する医学知識、各種精神疾患に関する精神病理学、精神分析を中心としたパーソナリティ ついての理論と人の成長発達の過程などであ 。第三に、ケースワーク、グループワ ク、コミュニティー・オーガニゼーション、アドミニストレーションといった社会福祉の方法論がある。第四に、社会（福祉）調査 理論と方法や統計学とデータの分析である。そして 第五に社会福祉 現場での実習といった五つの領域の勉強をするのが社会福祉大学院の目的であり、また教科内容でもある。　
実習はトロントのスラム街で、そこの子どもたちをグループで遊ばせながら指導していくので
あるから結構楽しい。子どもの話す内容が少々分からなくても、私の考えが十分伝 らなくても、まあ何となく時間が過ぎて、 「今日はこれでお仕舞い」と言っ 解散となる。もちろん後片付けがあるし、記録も書かなくてはならないが、子どもが何をやり ソ シャルワーカーとして自分が何を感じ、何を考え、何をしたかを書く である。出席すべき授業は週 三日だけだから 記録を書くのは時間さえかければ何とかなる。　
しかし、授業はそうはいかない。学期始めに、毎週の授業内容の簡単な説明とスケジュール、
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講義は週に三日、朝八時から午後五時までびっしり、ぶっ続けである。専攻によって多少の違いはあるが、小学校のようにぎっしり詰まって空き時間はない。入学案内を見る限り、いかにも科目の選択 可能なようだが、ほとんどは（大学院の）教務部によって決められた時間割である。科目選択 自由のある しにかかわらず、留学生の私はひたすら教室に行き、 「分からなくても、分からなくても」とにかく出席する。そして 「真面目に授業に出て ますよ！」とアピールするのである。　
学生が質問したり、講義の合間にディスカッションが始まったりすると、ほとんどあきらめ
の境地だ。講義の方は、毎回読むべき本や論文の箇所が指定されているから、後で読んで、 「あ、先生はこんなことを話しておられたのだな」と、なん なく分かるような気がする もちろん、前もってそうした資料 読んで けばもっと良いのだが、なかなかそれが出来ない。復習精いっぱいで、予習までは難しいのが現状だ。先生の講義内容は系統だってい 。だが 質疑応答が発展してディスカッションにでもなろうものなら、学生が勝手なことをしゃべっているのだから、文脈も流れもあったもの ない そんなのは 始めからギブアップである。　
社会福祉の学生は温かい心の持ち主だ。講義が分からず、ノートも取れないで困っている私を









授業に出た時、 「この先生はドイツ語で講義をしているのか？」と本気で思った。 「ドイツも、こいつも」とは言わないが 先生の話 言葉 すべてがゴツゴツしている。　
どうやらモーガン先生はスコットランド人で、カナダ人の学生にも分かり難いらしい。 「ケン、









が、タバコを吸いながら講義をするのであった。当時、北米の大学院では先生も学生もタバコを吸いながら授業 していた。しかし、こ 先生のタバコの吸い方は異常である。両手 ズボンのポケットにつっこんだまま、タバコを上唇と下唇の間に挟んで ほとんど口を開けずに話すのだ。口は開かなくても、何か言うたびにタバコは上下に動く。煙草の灰が最前列に座っている私 上に落ちそうなる。もっとも、こっち 頭にきているから、灰が落ちたら蹴とばしてやろうと待ち構えていた。　
私の変な顔に、とうとうモーガン も気付いたようだ。 「ケン、どうしたんだ？」 。その質問、
待つこと久し。勇気をふり絞って、 「先生の英語です。私には一言もわからないのです。サー」と、最後に「サー」を付けると敬語っぽい。ところが、 「アイノウ アイノウ（わかった わかった） 」と答えながら、煙草 くわえたまま講義を続けるではな か 「なにもわかっていない！」と憤慨する私を尻目に 授業は終った。 と気 く 、カナダ人 学生が大勢寄ってきて、 「よくぞ言ってくれた」といった感じだ。なんだか、ちょっとした英雄 なった気分である。　
もっとも、私のとった行動に対する「しっぺ返し」というか、 「お仕置き」はその学期の成績
















Sir ） 」と声をかけた。そして、 「自分
は日出る国、日本からきた外国人留学生です。英語ができません。先生がリポートの提出を言われたことに全く気付きませんでした。質問やテーマが分かれば、リポートを書きます。ですから、テーマを教えて下さい」と、おずおず頼んだ。しかし、心中は 外国人学生がクラスにいるくらい分かるだろう。教師として 宿題を板書するかプリントにして渡すぐらいの配慮をしてもいではない ！」と、カンカンである。　
言葉にはしなかったが、顔には出ていたのだろう。 「このテーマについて、学期中に出して貰



















なった。それ以外に、毎週一回開催さ るスタッフ会議に出席する。さらに、毎週一時間、スーパーバイザーのトンプソン氏と話し合い、グループ 指導について教えを乞うス パービジョンと呼ばれる個別指導を受ける。以上が、私の実習の主たる内容である。　
グループ活動の第一回目は、トンプソンさんに連れられてグループに行き 彼が私をメンバー




気である。まさにフットボール日和だ。セツルメントの倉庫からちゃんとフットボールを持ってきた。子どもたちは、 「この小さな東洋人はフットボールを知っているのかな？」といった顔をしている 「セット、ゴー！」と言って、ボールを受けに走れと手で合図をする。関西学院時代三度の飯よりも好きだったフットボールである。投げたボールは放物線を描き、子どもの手 胸に吸込まれた。 「わー」と歓声が起こる。あとはこっちのものだ。子どもたちを二手に分け、早速試合開始である　
プログラムは終った。しかし、その後は地下室に行き記録を書く仕事が待っている。記録は手









い。だか こそ、実習が終わったらすぐに記録を書くのだ。夜の実習の後は会館が閉まってしまう。そんな時には、許可を得て、寮で書くこともあった。私は、カナダの学生に比べると記録作成にはるかに多くの時間をかけなくてはな ない。まず、鉛筆で下書きをして、それからタイプライターで打つ。子どもたち 喜んでプログラムに参加しているか、グループとしてのま まりや交わり方はどう といったところに焦点を当てる。もちろん、メン ー一人ひとりのことも書かなくてはならない。心理療法ではない それぞれの性格を変えるといった大それたこと狙っていない。しかし、一人ぽつんとして る子どもが他の子どもと話が出来るようにとか、どんなプログラムに少 ずつ参加できるように るかといった、配慮と計画を立てておかなくてはならない。そのため は、 どんな計画を作り、 どんな具合に働きかけ、 その結果どんな変化があったか ど ど、すべて書いておく必要がある。　
トンプソン氏がこのセツルメントに何年勤務しているのか知らないが、一人ひとりの子どもの













の醤油を買える時代ではなかった。そこでトロントに二軒しかないと言われる、ダウンタウンのオリエンタル食料品店ま わざわざ行って買ってきた。あとは子どもたちと一緒に近所のスーパーで野菜や一番安いハンバーガ 用のひき肉を買っ なんのこ は 、バーガー丼である。彼らにとっては、生まれて初めて食べる醤油味。でも、ほとんどの子どもが ベリーグッド」と言う。ことによると 幼いなりに社交辞令を言ったのか れない。　
トンプソンさんは、次のスーパービジョン 時間に、この「料理偏重プログラム」に関連し、
この地域の生活様式と食生活につ て説明し くれた。 し 、 「金曜の夕方、も 君がこの近所の銀行に行ったならば…」と言った。今にして思えば、彼は英文法の「仮定法過去 を使 たのだと思う。しかし、その時は「金曜の夕方、この近くの銀行に行ってごらん」と言った 思ってしまった だ 従順な日本人学生の私は、金曜日の夕方、セツルメントの近くの銀行に行ってみた。昼間に寄ったときにはが がらだった銀行がごったがえしている。当時 カナダの労働者
216
の給料は週給制のところが多かった。土曜は休みだから、金曜午後に支払われる。仕事を終えた労働者は一週間分の給与として貰った小切手を後生大事に銀行に急ぐ。口座があ ば、そのまま預金したり、手数料なしで現金化したりできる。しかし、預金口座を持っていなくても、身分証明書を見せて手数料を払えば現金に換えてくれる。ほとんどの客は、な がしかの手数料を払って、現金に換え 貰っているようだ。　
そんなことはどうでもいい。このあたりの家庭では、週給を七等分し、一日当たりの食費を考





スをしたり、ゲームをしたり、歌を歌ったり、まるで私が大好き キャンプの雰囲気だ。担当の先生も、われわれがいろんなプログラムを知っているから、自分が教 るというよりも、学生の知っているモノ、持って るモノを引き出そうとするのが自分 役目だと考えて うだ。　
私のグループワークは、神戸ＹＭＣＡの余島キャンプで身に着けたようなも だ。したがって、









はいなかった。先生は「今年の人は珍しいわね」と少々困った様子。彼女曰く ピアノを弾いて歌を唄うと音楽のクラスのような雰囲気になって、 固苦しいと言う。おそるおそる、 「僕、ウクレレ 少々弾けます」と言うと「来週、持ってらっしゃい」 。飛んで火にいる夏の虫である。日本から後生大事に持ってきたウクレレ カナダ初登場である。　
次の週には、皆が唄う歌にあわせて、適当にコードを探して ボロロン、ボロロン。少々調子
があわなくても、テンポが狂 ていても、 「みん が勢いよく歌 ているから分から いだろう」という魂胆だ。キャンプソングはまだなんとかなる。しかし、キャンプソングが一巡すると、んだんポピュラーソングに移ってきた。当時北米ではエルビス・プレスリーの全盛期。トロント
218



















一人の六対六でなくてもいい。集まった子どもを二つに分ける。パック 一つあれば十分だ。古いホッケーのスティックならば、セツルメントの倉庫に行けば何本でもあ 。 「女の子のシューズ」を履いた私も、スティックを持って参加しようとした 、どうも動きが緩慢である。 どもたちから「ゴーリーをやれ」とい 声が飛ぶ。 「ゴーリーとはなんぞや？」と聞き返すと、 「ゴールキーパーだ」 と言う。仕方がな 。スケートを脱いで、 ゴム長に履き替え キーパー用のスティックがないので、右手に普通 を握り 左手には野球 ファーストミットを持った 顔にはキャッチャーのマスクをかぶるといったいで立ちでゴールの前に立つ。　
相手は小学生だと侮ってはいけない。カナダの男の子は、小学校三年生ともなれば、冬の間、





　「戦いすんで、 日は暮れて」 。まさにそんな気持ちで、 寒さの中、 とぼとぼと寮にむかう。帰りは、大学キャンパスの真ん中に位置するクイーンズパークという巨大な公園を横切り、近道し 帰る。ちょっとでも電車代を節約しようという、さもしい魂胆だ。このパークは、公園という日本の概念では説明しにくいほど 広さである。公園の周囲を走るバス停だけでも三つか四つはあるだろう。巨大な芝生の広場には、これまた巨大なカナ の楓
かえで
の大木をはじめ、大きな木が無数に植え
られている。寮に到着した八月の末に 、野生の大きなリスが木に登ったり下りたりするのが珍しく、 ポカーンと口を開けて見詰めることも った。 あの頃の暑さが懐か いというより羨ましい。　
パークの真ん中には大きなオンタリオ州議会の議事堂があり、それを囲むかのように何重に





































ルームはバーウォッシュ・ホールと言って、チャールズ通りから寮にはいる入口にあるオフィスのすぐ前にあった。バーウォシュとは、おそら カナダ合同教会の偉い牧師さんか神学者のお名前ではないだろうか。その昔、関西学院が神戸の原田 森にあった頃 写真 、全学生がバーウオッシュ先生というトロントからのお客様 一緒に写したものが る。残念なことに、留学中この写真を見る機会はなかった。その写真と出会ったのは、なんと、この原稿 書き始めてからのことである。まことに残念！　
当時の北米の大学寮では、必ずと言ってもいいほど 夕食時、男子学生はジャケットとネクタ




















れともスクランブルエッグにする？」と、好みを聞いてくれる。学生たちも彼女たちの名前を覚えていて、 「メリー、スクランブルをお願いします」と、名前を呼んで頼んでいる。そうだ、この国では相手 名を覚え、相手の名を呼んで話しかけたり、頼んだりすること 大切なのだた！
　
美容院に行って髪を綺麗にしてきたら、 「その髪型、とってもよくお似合い」と誉めている。











ならないので結構忙しい。我々で えば臨床実習のようなものだろう。寮の神学生について教会へ行ったが、お説教は当然英語であるから理解するのも大変である。もちろん、市内には日本人教会もある。関西学院の牧師先生のご紹介もあったので、二度ほどお邪魔してみた。教会員 みんな親切な人ばかりである。善男善女とはこんな人たちを指すのだろう。礼拝が終わる 、ご自宅へ昼食に招いて下さった。そして、 「寮 食堂には日本食がないからご不自由でしょう。さあお食べ下さい」と、日本のご馳走を並べて下さった。有難いおもて しである。　
当時、トロントに住む日本人のほとんどは、太平洋戦争中 強制収容所に入れられていた方々
























会福祉事務所、病院をはじめ、さまざまな医療機関などで働くのがケースワークを専攻した人たちだ。一方、われわれグループワーク専攻者はＹＭＣＡやＹＷＣＡ、 れに私が実習したようなコミュニティー・センターとかセツルメントといったところで働く。だから、両者は同じ社会福祉専攻でも、どこか違った雰囲気 持っている。まず、服装にしても ケースワーク専攻者は、男性ならばネクタイとジャケット、女性も当時はスラックスよりもスカートといった服装で実習先にゆくので、授業にくるときもかなりキチンとした身なりである。我々グループワーク 攻者は、実習先で子どもと遊んだり ティーンエイジャーや成人のレ リエーション的プログラムを担当することが多いから、どうしてもカジュアルな格好 ている。　
グループワーク専攻者がケースワーク専攻者を「お前たちは固い」とからかえば、相手は「お










期末試験があって、それでお仕舞い。しかし、トロント大学は二学期制だから、冬休み明けが期末試験だという。これは、四月が年度初めの日本の大学では、夏休みが終わった すぐに前期の試験があるの 同じである。しかし、それでは夏休みが本当の休みにならないと言うので、今では日本の大学のほ んどが七月末か八 の始めまで授業をして、それに続き夏休み前に試験をするようになった。いつやるかは別として、試験となると、勉強 なくてはなら いのは、古今東西を問わず、同じである。　
カナダの大学の夏休みは長い。五月に春の学期の試験が終わったら、八月いっぱい夏休みであ
る。この期間に、アルバイトに行き、学費を稼ぐ学生が多い。家にお金があるかないか 関係く、夏はアルバイトをして学費を稼ぐのがこの国の学生文化になっている。だから 日本の大学のように、七月と八月の夏休みを簡単 八月と九月に変えるわけ はゆかない事情 あるわけだ。カナダの九月はもう秋である。夏のアルバイト 口なんか っくに無く それは 大学生にとって、自分が大学生活を続けることが出来るの どうかの、いわば死活問題だ。　
大学の寮は、原則として冬と夏 休み 間は閉じられる。私は神学校という大学院の寮にいる
ので、休み中でも滞在できる 、食堂は休みである。年 年始に、大学付近のレストランが開いているか ちょっと心配だ。そんなことを心配 い ときに、関 中 部に宣教師見習 の
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家庭教師をしてもらいながら期末試験の準備をして過ごした二週間だった。ご両親のお宅は温かい雰囲気があるだけではない。このクリスマスシーズンには、居 窓際の中央に本物 クリスマス・ツリー 置かれ いる。そして、その下 きれいに包装されたクリスマスプレゼントが山のように積まれてゆく。この国では親しい友人や親戚そ に親兄弟姉妹がきれいに包装されプレゼントをツリーの下にそっと置いてゆく。そのなかの幾つかは私へのも であった。そ な習慣を知らなかった私は何も用意していなかった 貧乏留学生であるから、どなたも私からのプレゼントなんかは期待しておられなか たが、後 なってこれ 不味かったと反省しきりである　
クリスマスの朝は、皆さん早起きだ、起きると全員居間へ一目散。みんなでプレゼントを開け
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るのだ。寮に住み、授業に出ているだけの留学生の私は、半年の間北米にいても、家庭生活という一番基本的な生活様式や習慣を習う機会が全くなかった。それを学ぶにはホームステイをさせて戴くしかない 私 とっては、北米の家庭生活を垣間見る初めての機会であった。
